日本混相流学会2006年度第5回理事会・議事録

日時：平成19年6月2日(土)13:00-17:00

場所：工学院大学新宿キャンパス11階第8会議室

出席者(理事)：辻裕(会長)、井口学(筆頭副会長)、賞雅寛而(企画担当副会長)、奈良林直(情報担当副会長)、高橋弘(情報部会長)、小泉安郎(企画部会長)、田中敏嗣(国際部会長)、大川富雄(総務部会長)、梅景敏彦(九州地区担当理事)、大成博文(リエゾン担当理事)、佐藤恵一（北陸・信越地区担当理事）、佐藤博（東北地区担当理事）

出席者(オブザーバー)：社河内敏彦（論文審査委員長）、近藤健 (事務局)、大参達也(記録)
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議事：

1. 前回議事録の確認

大川総務部会長から、資料2006-5-01に基づき前回議事録の確認があった。その他事項の一部に当日の議事内容と異なる記載があったため修正を行った。

2. 平成18年度学会賞選考結果

　資料2006-5-02に基づき、平成18年度学会賞選考結果が報告された。学会賞の受賞資格について確認するとともに、論文精選集からの論文賞への推薦が初めての試みとなることを考慮し、受賞者への連絡の方法等の詳細については井口選考委員長の預かり事項とした。

3. 名誉会員候補者

　資料2006-5-03に基づき名誉会員候補者が報告され、原案の通り総会に推薦することが承認された。

4. 2007年度会長選挙結果

　資料2006-5-04に基づき、日本混相流学会2007年度会長選挙の結果が報告された。

5. 2007年度評議員

　資料2006-5-05に基づき、日本混相流学会2007年度評議員選挙結果が報告された。

6. 2007年度理事役員(案）

　井口筆頭副会長より、2007年度理事役員(案)が示され、原案の通り承認された。

7. 論文審査委員会報告

社河内論文審査委員長から、学会誌への投稿論文数の推移と対応策の必要性、論文精選集の編集業務に関わる課題および論文精選集3巻の審査編集方針案、論文精選集4巻以降の編集体制案について説明がなされた。論文精選集については、審査委員の増員及び採否の決定時期を含めて審査体制について確認を行うとともに採択すべき論文数の目安についても議論を行った。

8．会費支払状況（2007.5.29現在）

大川総務委員長から、資料2006-5-08に基づき、2007.5.29現在における会費支払い状況と対応の原案が示された。これまでの取り決めに従い、必要に応じて個別対応を行うとともに、会費支払いの催促及び退会手続きを行うこととした。

9．混相流学会会計管理案について

小泉企画部会長から、資料2006-5-09に基づき、年度繰越金の取扱いについて現状の問題点が報告され、研究企画委員会の新設を含む対応策が提案された。また、今年度の会計管理の運用について大川総務委員長から方針案が提案され、原案通り承認された。

10．臨時総会資料(案）

資料2006-5-10に基づいて臨時総会資料(案）の内容が説明され、6月上旬までに理事会承認とすることが確認された。

11．混相流実験データ映像館運営委員長交代の件

資料2006-5-11の原案通り、来期から混相流実験データ映像館運営委員会の委員長は情報担当副会長が兼任することが了承された。

12．その他総務部会報告事項

大川総務部会長から、資料2006-5-12に基づいて報告がなされた。

· インターネット委員会関係では、バナー広告取扱いを開始したことについて学会誌に掲載することが承認された（事務局扱い）。

· 国立大学教育研究評価委員会・専門委員候補の推薦について審議し、推薦を行うことが決定された。推薦対象者については資料の原案通り承認された。

· 年回講演会の準備状況について、別紙（藤川委員長の報告書）に基づいて説明された。予算収支に関連して、学会準備金の取扱いについて確認を行った。

13．情報部会活動報告

高橋情報部会長から資料2006-5-13に基づき以下の内容の報告があった。

(1) 編集委員会関連

· 目次、発行者名、アスタリスクの不備等、論文精選集第2巻の反省事項と今後の対応策が示された。

· 混相流21巻2号と21巻3号の掲載予定記事が紹介された。21巻3号については、時間的に間に合うなら、日本混相流学会20周年記念行事報告を掲載することとした。

· 会誌の編集方針／長期編集企画：21巻および22巻の特集記事と精選論文集の編集方針が示された。

· 編集委員会の開催日程(案)が示され、原案通り承認された。

(2) J-Stage関連

· ｢混相流研究の進展｣第2巻をJ-Stageに登録するための作業経過と見通しについて報告された。

· 学会ホームページからJ-Stageへのリンクについて、問題ないことが報告された。
· J-Stageに関するPR資料を学会誌に載せることが提案された。
(3) インターネット運営委員会関連

· ホームページのリニューアルを予定しているとの報告がなされた。

(4) その他

· 通常号と論文精選集の論文の参考文献を全て英語表記することが提案され、承認された。

14．企画部会報告

(1) 資料2006-5-14に基づき、小泉企画部会長から掌握事項に関して報告された。

· 小泉企画部会長から、「年会講演会2007・第26回混相流シンポジウム」の準備状況が報告された。

· 佐藤東北地区担当理事より第11回OMFの予定の概要が報告された。

· レクチャーシリーズおよび研究会(混相流のグラフィックシミュレーションと可視化研究会、混相流フォーラム関西、東北混相流研究会、マイクロ・ナノバブル研究会)の活動報告がなされた。

(2) 小泉企画部会長より、研究企画委員会に関する提案がなされた。年回講演会のオーガナイズドセッションを母体として、混相流学会2007年年回講演会から対応できるように立ち上げることが了承された。また、各研究企画委員会の活動費は年間50,000円とし、引当金として会計に計上することが了承された。

(3) 大川総務部会長から、日本混相流学会創立20周年記念式典のスケジュールが報告された。

15．リエゾン委員会報告

大成リエゾン担当理事より、資料2006-5-15に基づき第1回および第2回「マイクロ・ナノバブル技術シンポジウム」の活動報告が行われた。また、来期の活動として、第3回および第4回「マイクロ・ナノバブル技術シンポジウム」の予定とともに、活動の発展方向、出版等に関する検討が課題として提示された。

16．国際部会報告

田中国際交流部会長から資料2006-5-16に基づき、ICeMとICMFに関する報告があった。

ICMF2007-Leibzigの若手研究者支援に関して、前回理事会で支援を決定した3名の内、1名から別件の支援に当選したとの理由で辞退があったことが報告された。これに対して、次点者の繰り上げは出来ないかとの質疑があったが、今回は日程的に困難との考えが示され、了承された。また、支援形態としては、ICMF2007議長の計らいで、登録料無料の扱いとすることになり、支援内容をこれに換えることが報告された。

17．学生会活動状況報告
　梅景学生会担当理事より、資料2006-5-17に基づき、2007年度学生会夏季セミナーの予定詳細と2007年度学生優秀講演賞の審査方針について報告があり、了承された。

　また、優秀講演賞の審査に関連して、講演会における活発な討論が阻害されてはならないことを確認するとともに、セッション毎の評価基準をより公平にするための方策について議論を行った。
18．入退会者リスト
· 奈良林情報担当副会長・財務委員長より、会員の現状と増強の必要性、および対応策について報告された。
· 大川総務部会長から、資料2006-5-18として2007年5月30日時点での入会者と退会希望者のリストが報告された。

· 定年退職等により活動的な会員から退会希望があった場合には、シニア会員制度等を利用してぜひ引き続き会員として活動を継続して頂けるようお願いする方針を確認した。

総務委員長：大川富雄
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